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「「「「ビルのゲーツビルのゲーツビルのゲーツビルのゲーツ」」」」についてについてについてについて…………    

カードをかざすなり差し込んだりしてゲートが開く瞬間、というのが好きなんです。Suica カ

ードを改札機にあてがう瞬間はつい颯爽としてしまいますし、ホテルでカードキーをもらって、

それをドアの外で黒い読み取り部分にかざすときもエリートみたいな気分になります。横に差し

込むタイプや縦にスッと通すタイプもありますね。ETC で料金所を通れたときや、家電量販店

でけっこう買い物をしたので地下駐車場のゲートを開けてもらえたときなんかも「よしよし」と

いう顔をしています。自分は運転できないにもかかわらず、です。そんな僕が羨ましいのは、た

とえばタワービルっぽい会社に吸い込まれていく人たちが首からぶら下げている ID カードです。

あれで何かしらのゲートをあけてビルの中に入っていっているのだとしたらもう。僕の実家は町

工場で、戸は常に開けっ放しでカギという観念が薄かった、というのが影響しているのかもしれ

ません。カギっ子に憧れたものなあ。「ビルのゲーツ」というさっきつけたみたいなタイトルに

はそんな深い企図が込められていると思ってください。ゾロゾロした群像会話劇になる予定です。 

 


